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注
1

成
島
信
遍
に
「
子
姪
に
誹
諧
を
い
ま
し
む
る
ふ
み
」
（
以
下

「
子
姪
」
と
略
）
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
津
村
正
恭
の
『
片
玉
集
』

前
集
巻
十
九
、
大
田
南
畝
の
『
三
十
輻
』
に
収
録
さ
れ
、
幕
末
に

は
『
甘
雨
亭
叢
書
』
に
も
採
ら
れ
て
相
応
の
流
布
の
跡
を
見
せ
て

い
る
が
、此
書
は
先
師
成
島
信
遍
翁
し
る
し
て
子
姪
に
給
ひ
ぬ
る
な
り
。

さ
る
よ
し
久
し
く
聞
わ
た
り
ぬ
れ
ど
、
家
庫
の
集
に
見
え
ざ

注
2

れ
ば
む
な
し
く
て
年
月
を
経
た
る
に
、
こ
た
び
□

の
ぬ

し
も
と
め
出
て
、
そ
の
家
に
も
う
つ
し
伝
ぬ
る
つ
ゐ
で
、
和

鼎
ぬ
し
に
借
得
て
う
つ
し
を
く
事
と
は
な
し
つ
。

寛
政
十
二
年
神
無
月
下
旬
涼
庵
し
る
す

と
『
片
玉
集
』
本
の
奥
書
に
あ
る
よ
う
に
、
信
遍
生
前
に
は
ご

く
少
数
の
人
し
か
目
に
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
当
の
成
島
家
に
も

な
く
、
某
氏
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
て
写
し
が
も
た
ら
さ
れ
た
く
ら

成
島
信
遍
の
対
俳
壇
教
訓

い
で
あ
る
か
ら
、
和
鼎
逹
に
示
さ
れ
た
後
、
誰
か
の
求
め
に
応
じ

て
貸
し
出
さ
れ
て
そ
の
ま
ま
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は

と
も
か
く
、
俳
諧
の
排
撃
に
終
始
す
る
形
を
取
り
な
が
ら
自
己
の

見
解
を
展
開
す
る
内
容
は
豊
富
な
情
報
を
含
む
。
そ
の
和
漢
の
文

注
3

学
論
の
部
分
は
既
に
検
討
を
加
え
た
こ
と
が
あ
る
が
、
俳
諧
否
定

論
の
主
要
部
に
は
ま
だ
十
分
な
言
及
が
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

当
時
の
江
戸
俳
壇
と
は
ほ
と
ん
ど
無
縁
だ
っ
た
伯
遍
の
個
人
的
な

批
判
は
、
場
違
い
・
的
は
ず
れ
と
し
て
無
視
に
近
い
扱
い
を
受
け

る
し
か
な
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
公
刊
さ
れ
た
俳
書
の
い
く
つ
か
に

侶
遍
が
序
跛
の
類
を
寄
せ
、
し
か
も
「
子
姪
」
の
主
張
と
軌
を
一

に
す
る
論
を
堂
々
と
展
開
す
る
の
を
見
る
時
、
信
遍
の
強
烈
な
批

判
を
巻
頭
や
巻
末
に
据
え
て
な
お
俳
書
と
し
て
出
版
す
る
こ
と
を

辞
さ
な
か
っ
た
編
者
達
の
あ
り
方
と
と
も
に
、
信
遍
の
俳
諧
否
定

が
俳
壇
に
対
す
る
公
的
な
宜
言
で
あ
り
、
自
ら
を
高
み
に
置
く
信

久

保

田

啓

特
集
近
世
文
学
と
教
訓
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遍
が
教
訓
の
意
識
で
書
い
た
ら
し
い
こ
と
の
意
味
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
思
い
を
強
く
す
る
。
俳
諧
を
峻
拒
す

る
信
遍
が
俳
書
に
文
章
を
寄
せ
る
に
当
っ
て
、
俳
壇
に
何
を
求
め

た
の
か
。
元
々
は
文
字
通
り
身
内
を
相
手
に
吐
露
す
れ
ば
よ
か
っ

た
所
論
を
同
趣
旨
の
ま
ま
凝
縮
し
て
公
刊
さ
せ
る
と
い
う
行
為
に

出
た
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
以
上
の
よ
う
な
問
題
設
定
で
信
遍
と
俳

諧
の
関
係
を
読
み
解
く
作
業
の
緒
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

そ
も
そ
も
信
遍
は
ど
の
俳
書
に
関
与
し
た
の
か
。
松
宇
文
庫
、

洒
竹
文
庫
、
綿
屋
文
庫
、
柿
衛
文
庫
の
目
録
を
通
覧
し
て
、
信
遍

が
序
跛
類
を
寄
せ
た
享
保
ー
宝
暦
の
俳
書
を
検
索
し
た
と
こ
ろ
、

左
記
の
三
点
を
探
り
得
た
。

①
石
仲
子
守
範
編
『
画
図
百
花
鳥
』
（
享
保
十
四
年
刊
）

所
収
「
百
花
鳥
序
」
（
享
保
十
三
年
八
月
捩
文
）

②
春
来
編
『
東
風
流
』
（
宝
暦
六
年
刊
）
所
収
「
春
来
氏

俳
諧
引
」
（
宝
暦
五
年
十
一
月
撰
文
か
）

③
敲
柳
編
『
俳
林
不
改
楽
』
（
宝
暦
八
年
刊
）
所
収
「
題

（
マ
マ
）

俳
階
不
改
楽
」
（
撰
文
時
不
明
）

ち
な
み
に
既
刊
分
の
『
関
東
俳
諧
叢
書
』
（
加
藤
定
彦
氏
・
外

村
展
子
氏
編
）
も
見
た
が
、
補
い
得
る
も
の
は
な
く
、
あ
く
ま
で

管
見
に
入
っ
た
分
と
は
い
え
、
信
遍
と
俳
壇
と
の
接
点
が
、
こ
の

三
点
以
外
に
大
き
く
広
が
る
可
能
性
は
低
い
よ
う
に
思
う
。

さ
て
、
こ
の
う
ち
①
の
「
百
花
鳥
序
」
は
、
既
に
全
文
の
翻
印

を
す
ま
せ
、
狩
野
派
の
画
本
と
し
て
の
側
面
へ
の
言
及
に
終
始
し

注
4

て
俳
諧
に
一
切
触
れ
な
い
と
い
う
特
異
さ
を
指
摘
し
て
も
い
る
の

で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。
た
だ
し
前
稿
で
は
序
撰
文
の
依

頼
を
仲
介
し
た
濁
雪
斐
に
つ
い
て
何
も
述
べ
ず
に
終
わ
っ
た
の
で
、

注
5

彼
が
宗
瑞
の
従
兄
に
当
る
苓
水
で
あ
る
こ
と
を
念
の
た
め
申
し
添

え
て
お
く
。
②
の
春
来
は
、
収
録
歌
仙
の
発
句
が
調
和
の
作
の
場

合
、
「
礼
調
和
」
と
特
記
す
る
し
、
③
は
他
な
ら
ぬ
調
和
の
発
句

集
で
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
宝
暦
期
成
立
の
二
点
は
、
調
和
以

来
の
江
戸
俳
壇
の
系
譜
を
意
識
し
て
編
ま
れ
、
そ
の
流
れ
に
身
を

置
い
た
俳
人
達
の
人
脈
か
ら
信
遍
が
江
戸
文
壇
の
一
代
表
と
し
て

選
ば
れ
た
と
見
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
侶
遍
の
寄
せ
た
文
章
は
、
編
者
春
来
や
敲
柳
を
当
惑

さ
せ
た
に
違
い
な
い
。
②
の
「
春
来
氏
俳
諧
引
」
で
は
、

甚
ノ
イ
カ
ナ
突
今
ノ
之
俳
諧

ノ

之
行
〗
ルル
ヤ
子
世
―

-―
也
。
上ハ

自
ズ
ム

侯
相
将
→
下
云
土
□富
商
豪
民

．

1 】
。

及
〗
屠
子
乞
弔
之
微ニシテ

靡
然
トシ
テ
向
風
シ
。

閏
秀
尼
姑
。

紅
女
娼
妓
。

往
々
成

〗

家
圃
〗
門ヲ

。
廣
鼓
ス
ル
一
世
冨
。
茅
葦
輩
叩
。

と
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
に
俳
諧
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
旨
を
述
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べ
な
が
ら
、
「
閏
秀
」
云
々
以
下
の
部
分
に
巧
み
に
皮
肉
を
交
え
、

「
黄
妓
一
世
」
に
至
っ
て
明
瞭
に
俳
諧
の
与
え
る
悪
影
響
を
指
弾

す
る
姿
勢
を
見
せ
る
。
「
俳
諧
」
の
本
義
の
考
証
を
並
べ
た
あ
と

こ
ま
、

'
（
ー

9
ー

迂
ナ
ル
カ
ナ
突
芙
蓉
子
ノ
之
不
〗
ャ
知
二
吋
好
＿
也
。
殆
一
〗
乎
亡
＝
ニ

人
情
。
其
辰
〗
俳
諧
―
一
ー
。
直
乎
亡
[
薙
ぢ
卜

O

伺
知
〗
ノ

尻
是
非
＿
ル
。

と
、
現
今
大
流
行
の
俳
諧
が
今
の
人
情
を
知
る
に
足
る
存
在
で

あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
自
分
が
無
縁
で
あ
る
旨
を
む
し
ろ
誇
ら

し
げ
に
宜
言
す
る
。
編
者
春
来
が
本
書
で
見
せ
た
復
古
の
態
度
に

は
共
惑
す
る
が
、
引
の
依
頼
の
仲
介
に
当
っ
た
「
門
生
博
多
」

（
集
中
に
見
え
る
「
百
太
」
を
漠
文
に
適
し
た
表
記
に
改
め
た
も

の
か
）
の
不
誠
実
に
は
容
赦
な
く
筆
誅
を
加
え
る
伯
遍
の
姿
は
、

少
く
と
も
温
厚
な
一
面
を
見
つ
づ
け
て
来
た
筆
者
に
は
異
様
で
す

ら
あ
っ
た
。

門
生
博
多
ナ
ル
者
。
謁
ご
余
二
言
ば
遂
援
／
テ
筆
ヲ
而
成
／
引
ヲ
〇

授
：
博
多
―
→
-
。
居
ル
コ
ト
亡
／
ノ
テ
何
ク
モ
。
博
多
為
〗
異
物
→
。
日
ニ

所
冨
授
ク
ル
稿
烏
有
タ
リ
。
頃
口
致
〗
ァ
書
プ
請
冨
汽
予

l
i
-
o

々
曰
ク
。

旺
春
来
不
／
テ
諏
囚
於
智
者
二
。
諏
ご
昧
者
―
→
-
。
予
已
一
一
悲
〗
‘
博

多
之
不
ー
ご
竺
。
且
ノ
愛
二
春
来
氏
之
好
f'

ヲ
古
ヲ
。
乃
チ
塗
抹
ノ
テ

数
語
[
°
贈
／
之
二
0

「
塗
抹
数
語
」
す
る
前
の
文
章
は
も
っ
と
激
烈
で
あ
っ
た
に
違

い
な
い
が
、
少
く
と
も
博
多
の
不
実
に
は
触
れ
て
い
な
か
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
俳
諧
を
拒
否
す
る
文
言
に
も
っ
と
過
激
な
表
現
が
あ

り
、
そ
れ
を
博
多
が
忌
避
す
る
の
も
も
っ
と
も
な
状
況
で
は
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
博
多
の
賢
し
ら
が
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

反
撃
が
春
来
を
襲
う
契
機
を
作
る
と
は
、
思
い
至
ら
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

③
の
「
題
俳
階
不
改
楽
」
で
は
、
ま
ず
俳
諧
の
遊
戯
性
と
猥
雑

さ
が
指
摘
さ
れ
た
。

盛
行
／
王
侯
貴
人
ノ
之
間
ー
i。
以
厨
立
酒
令-

1
ー
。
充
〗
餓
牽
'
i
0
 

其
放
蕩
ナ
ル
者
。
吊
〗
ル
讃
ヲ
者
。
寒
酸
ナ
ル
者
。
靡
慢
ナ
ル
者
。

中
腐
之
不
□

‘
ェ
者
。
捧
腹
無
絶
ナ
ル
者
。
猥
雑
何
ゾ

限
リ
ア
ラ
ン
。
予
少
ク
ノ
テ
而
絶
一
一
墨
肌
均

注
目
さ
れ
る
の
は
侶
遍
が
若
い
時
に
俳
諧
を
「
絶
悪
」
し
た
点

で
、
こ
れ
は
次
の
「
子
姪
」
の
記
事
と
も
通
じ
る
。

は
や
う
そ
の
師
た
る
人
み
た
り
よ
た
り
に
と
ひ
き
は
め
、
あ

る
は
そ
の
戯
に
ふ
け
る
人
々
と
み
そ
か
に
む
し
ろ
を
と
も
に

し
て
点
と
り
な
ど
い
へ
る
事
を
も
申
あ
ま
り
、
三
十
四
十
ば

か
り
し
て
試
侍
り
し
。
こ
れ
は
勝
ま
け
を
典
ず
る
事
に
て
侍
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れ
ど
、
心
と
ゞ
む
る
ば
か
り
も
な
く
、
な
げ
に
の
み
し
て
、

う
か
べ
る
雲
の
ご
と
く
し
は
べ
り
し
か
し
。

信
遍
の
周
囲
に
は
俳
諧
を
嗜
む
同
僚
は
大
勢
い
た
は
ず
で
、
彼

が
試
み
に
点
取
を
や
ろ
う
と
思
え
ば
た
ち
ど
こ
ろ
に
連
衆
が
出
来

る
。
信
遍
若
年
の
作
を
残
念
な
が
ら
見
出
し
て
い
な
い
が
、
一
旦

手
を
染
め
て
か
ら
批
判
す
る
と
い
う
態
度
は
評
価
さ
れ
て
よ
い
。

ま
た
、
「
夫
詩
変
ノテ
而
為
ご
騒
卜
。
為
／
賦
卜
。
為
二
詩
餘
↓
。
為
ご
呼

曲
但
諺
ー
。
俳
階
亦
爾
々
。
今
ノ
之
人
情
物
態
ノ
之
変
自
カ
ラ
見
ュ
。
」

の
一
節
は
、
「
子
姪
」
の
「
も
ろ
こ
し
の
詩
を
も
て
我
国
の
歌
に

な
ず
ら
へ
た
れ
ば
、
こ
れ
も
詩
餘
孝
曲
但
謡
な
ど
の
類
を
引
て
い

は
ば
、
似
ず
と
も
ち
か
か
る
べ
し
」
と
重
な
り
、
人
情
を
映
す
と

い
う
点
で
前
引
の
②
に
も
通
い
合
う
。
信
遍
は
和
歌
か
ら
連
歌
そ

し
て
俳
諧
と
時
勢
に
よ
っ
て
変
化
し
て
ゆ
く
文
芸
の
流
れ
を
否
定

せ
ず
、
む
し
ろ
今
の
俳
諧
に
は
日
常
生
活
に
根
ざ
し
た
人
情
が
濃

密
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
と
見
る
。
し
か
し
そ
の
俳
諧
が
、
俗
の

領
域
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
あ
き
た
ら
ず
、
当
代
文
芸
の
代
表
の
よ

う
な
表
情
で
和
歌
と
肩
を
並
べ
る
か
の
よ
う
な
主
張
を
提
示
し
始

め
る
と
、
信
遍
の
神
経
で
は
我
慢
が
な
ら
な
か
っ
た
。
詩
歌
論
で

注
8

は
狙
裸
学
派
と
し
て
異
例
な
ほ
ど
に
柔
軟
で
あ
っ
た
信
遍
が
殊
更

の
よ
う
に
復
古
を
持
ち
出
す
の
も
、
低
俗
に
流
れ
る
一
方
に
見
え

る
俳
壇
へ
‘
―
つ
の
指
針
を
与
え
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
か
。
そ
し

て
何
よ
り
も
俳
人
自
身
の
人
間
性
・
誠
実
さ
に
か
か
る
部
分
が
大

き
い
こ
と
を
教
戒
と
し
て
言
い
遺
す
必
要
を
感
じ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

1

以
下
、
引
用
は
『
片
玉
集
』
所
収
の
本
文
に
拠
る
。

2

二
字
分
欠
字
。

3
拙
稿
「
風
雅
和
歌
集
の
復
権
＇
~
江
戸
冷
泉
派
歌
論
断
章
|
ー
」

（
『
日
本
文
学
研
究
』
〈
梅
光
女
学
院
大
学
〉
第
二
十
五
号
、
平

成
元
年
十
一
月
）
。

4

拙
稿
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
六
）
ー
—
享
保
十
四
年
？
二
十
年

|
」
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
五
六
巻
特
輯
号
一
、
平
成

八
年
十
二
月
）
。

5

楠
元
六
男
氏
『
享
保
期
江
戸
俳
諧
孜
』
（
新
典
社
、
平
成
五
年

五
月
）
―
-
七
二
頁
、
四
三
五
頁
参
照
。

6

引
用
は
山
口
大
学
附
属
図
書
館
棲
息
堂
文
庫
蔵
本
（
請
求
番
号

九
―

―
•
三
0
八
／
k
二
六
）
に
拠
る
。

た
だ
し
原
文
に
は
句
点

の
み
施
さ
れ
、
一
切
の
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
句
点
は

原
文
に
従
い
、
訓
点
を
私
に
補
っ
た
。
こ
の
処
置
は
「
題
俳
嗜
不

改
楽
」
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

7

引
用
は
松
宇
文
庫
蔵
本
（
請
求
番
号
家
六
九
二
）
に
拠
る
。

た
だ
し
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
し
た
。

8

拙
稿
「
江
戸
冷
泉
門
と
成
島
信
遍
」
（
『
近
世
文
芸
』
四
十
四

号
、
昭
和
六
十
一
年
六
月
）

注
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